
[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記 号 単位 端部 中央部 h/2点

曲げモーメント

軸力

せん断力

M kN.m -54.0119 33 1984 -8 6006

N kN 82.5660 82.5660 82.5660

V kN 61.9245

郡材幅

部材高

有効幅

有効高

B 紅ln 1000.0 1000.0 1000.0

H Hun 600.0 600.0 600.0

bv

d 皿 ll

1000.0 1000.0 1000.0

500.0 500.0 500.0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 蘇

D19× 4.00
1146.00

D19× 4.00
1146.00

As 置 0.00 0.00

最小鉄筋量 0,0020・ B・ d

軸方向鉄筋量

0.008・ N・ 103/σ ca

判定

ヤング係数比

中立軸

As口と、 耐 1000.00 1000.00

As' 耐 2292.00 2292.00 2292.00

AsElヽ 耐 82.57 82.57

○ O

n 15 15 15

X 江ull 157.3223 194.5938 580.0508

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/鯖 240 24,0 24.0

fyk N/耐 345 0 345.0 345.0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/厨 2.0033 1.1742

O ca N/証 8.0000 8,0000

○ ○

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/耐 65.4525 27.6423

σ sB N/鯖 160.0000 160,0000

O ○

彿醤簡な要ネ侑是轟省暑勅審称壺
最大せん断応力度

許容せん断応力度

判定

J

τ N/耐 0 1491

N/だ 0.2300

○

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

τ 9 N/耐

τ ta チヽ蕊
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【部材番号 2(部材2)】 〈左右壁 水平方向〉
地表面からの深度 0.500～ 14.050(m)

形状図の単位imm        主鉄筋 (外側)

目

主鉄筋 (内側)

段
かぶり
(llЫ l)

ピッチ
(l!ull)
鉄筋径 本数

鉄筋量
(だ )

1 100.00 250.0 D19 4.000 1146.000

段
かぶり
(m14)

ピッチ
(llull)
鉄筋径 本数

鉄筋量
(触」コF)

1 100.00 250.0 D19 4.000 1146.000

Ⅲ
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記 号 単位 端部 中央部 h/2イく

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN.m -54.0119 20,2975 -12 7289

N kN 89.4465 89 4465 89.4465

V kN -55.0440

部材幅

都材高

有効幅

有効高

B 1班Il 1000.0 1000.0 1000.0

H 1江Ш 000.0 600.0 600.0

bw 燕lHl

疵ull

1000.0

500.0

1000.0

500.0

1000.0

500 0d

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 謂

D19× 4,00
1146.00

D19× 4.00
1146.00

D19× 4.00
1146.00

As' だ 0.00 0.00 0.00

最小鉄筋量 0.0020・ B・ d

軸方向鉄筋量

0.008・ N。 103/σ  ca

判定

ヤング係数比

中立軸

Astti、 鯖 1000.00 1000.00

As' 耐 2292.00 2292 00 2292.00

AsE｀ n だ 89.45 89。 45

n

O

15

O

15 15

X lI臣 l 161.6732 308.1620 476.6940

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/鮒 24.0 24.0 24.0

fyk N/耐 345,9 345,0 345.0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/証 1,9939 0.6238

O cB N/鮒 8.0000 8.0000

○ O

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/凝 62.5869 5.8252

σ sa N/耐 160.0000 160.0000

O ○

全圧縮応力の作用点から引張鉄筋
断面図心までの距離と有効高の比

最大せん断応力度

許容せん断応力度

判定

」 0,682

τ N/縦 0.1614

τ。1 N/鮒 0.2300

〇

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

N/鯖 0 6724

τ oぉ N/耐 1.6000

O
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2.6安定計算
2.6.1浮 き上が りに対する安定

(1)浮カ

U=γ w・ Vh

″」
　
．
．

＞
」

Ｕ

こ

浮力 (kN)

水の単位重量 =10,000(kN/ざ )

地下水位以下の躯体体積 (m3)

地下水位以下の躯体体積

U = 10,00o〉 (76.545

=765.450(kN)

γV

Vh

(2)鉛直荷重

V= Wc tt Wu

[1]常時

F=

鉛直荷重 (kN)

躯体自重 (kN)

頂版上の土砂重量 (kN)

ア」

・
・　
・
・　
‥

こ

Ｖ

Ｗｃ

Ｗｕ

こ

[1]常時

W = 3682.350 + 0.000

=3682.350(kN)

(3)安全率

安 全 率 F=∵

8682.350 + 0.000

765.450

=4.811≧ 許容安全率 Fa=1.200

部材
番号 面積×高さ 体積

(だ )

2 4.500× 4.200)(3,050 57.645

3 4.500× 4.200)(1.000 18,900

合計 76.545
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構造計算

Ⅲ-1埋立地地下水集水ピット
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Ⅲ-1埋立地地下水集水ピット

断面図

10,400 2,000

側壁 :水平方向ラーメン

底版 :4辺固定スラブ

※内水位は考慮しない。

時

.《ミさⅢ

基礎改良地盤

埋戻土(覆土)

γ=15.8kN/m3
C=19.2kN/m2
φ=28,6°

平面図



酉己__宣狂__三土__正町

断面図

〇
〇
∞
卜

D190250

600

D19

平面図

Dl 50

Dl

D19 250

D130250
〇
〇
剣
側

鉄筋の被りは全て100mm。
配力筋はD13@250。

||

D19 0



1章 設計条件

1.1-般事項
タイ トル :Ⅲ-1埋立地地下水集水ピット

1,2設計封象
計算対象 : 常時, レベル1地震動, レベル2地震動
地域区分 :A

1.3形式

現場打ちマンホール

1.4形状寸法

騨

正面形状

騨

側面形状

1.5部材

7 200

600

7 200

600

部材
番号

都材名称 タイプ

正面寸法

外径上縁
(m)

内径上縁
(m)

外径下縁
(■l)

内径下縁
(ml

ハンチ
(ml

l 都材 1 矩形 2.000 1.000 2,000 1.000 0.000

2 部材3 矩形 2.000 0.000 2.000 0,000 0 000

部材
番号

部材名称 タイプ

側面寸法

外径上縁
(m)

内径上縁
(m)

外径下縁
(m)

内径下縁
(m)

ハンチ
(m)

l 部材 1 矩形 2.000 1,000 2.000 1,000 0.000

2 都材3 矩形 2.000 0.000 2.000 0.000 0,000

部材
番号
深度
(m)

部材高
(ml

部位

断面照査有無 節点分割
教

常時 地震時

1 7.200 7.200 側壁 O ○ 20

2 7.800 0.600 底版 O 1
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1.6部材の解析モデル

1,7コ ンクリー ト材料

単位重量 (大気中)γ c =
単位重量 (水中) γc′ =

24.50(kN/m3)

14.50(kN//m3)

1.8鉄筋材料

1.9許容値
常時の許容応力度

[1]常時 (割 り増し係数 :1.0)

浮力の検討に対する安全率 :1.200

レベル 1地震時の許容応力度 (割 り増 し係数 :1.5)

安全係数

材料係数

曲げ耐力用

コンクリー ト γ
鉄筋     γ
せん断耐力用

部材
番号
形状 部位 解析条件 備考

1 矩形 側壁 水平ラーメン解析

2 矩形 底版 4辺固定支持 建築学会

部材
番号 材料名称 材料強度f'

(N/耐 )

ヤング係数Ec
×104
(N/mざ )

1 24 24.0 2 500

2 24 24 0 2.500

部材
番号 材 質

材料強度 fェ
(V耐 )

ヤング
×
係数Es
10S

(N/耐 )

1 SD345 345.0 2 000

2 SD345 345.0 2.000

部材
番号

R C (N/mm2)

曲げ圧縮
応力度
O Ca

せん断
応力度
τ al

付着
応力度
τ Oa

引張応力度 σ sa

大気中 水 中

1 8.00 0.230 1.60 180 00 160,00

2 8 00 0.230 1,60 180.00 160,00

部材
番 号

R C (N/mギ )

曲げ圧縮
応力度
σ Ca

せん断
応力度
τ al

付着
応力度
τ Oa

引張応力度 σ sa

大気中 水 中

1 12 00 0.345 2 40 270.00 240.00

1.00

1.00
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低減係数DE重量 (kN/ざ )

Lvl Lv2水 中

γ

止
圧
数
Ｋ

静
土
係
鱚胡触
α

変形係数

(kN/∬ )

せん断弾
性波速度
Vsi
(m/s)

駆
ｈぐｍ＞

土質名 N値
大気中
γ

土
層
番
号

般
ｚぐｍ，

1.000 1 0000.000 0 0000 0.0000 19600.000 50.0000.200 砂質土 0 000 0.0001 0.200

1.000 1.0006.800 0.5000 1.0000 8400.000 115,3809.800 砂質土 3.000 15.8002 10 000

コンクリー ト

鉄筋

部材係数

曲げ耐力用

せん断耐力用

コンクリー ト

鉄筋

構造物係数

γ

　

γ

1.00

1,00

γb : 1.00

γ bα

γ bs

γ主

1.00

1.00

1.00

1.10地下水位
地表面からの深 さH

単位重量

0.200(m)

10.0(kN/ば )

1.11地盤条件

鉛直方向の地盤反力係数Kvに対する水平方向せん断バネ係数Ksの比λ

レベル1の算出方法

地盤反力係数の推定係数α : 1.0

表層のTsの算出方法    :Ts=1.25'」 G
レベル2の算出方法

地盤反力係数の推定係数α : 1.0

表層のTsの算出方法    :Ts=1.25TG
設計応答涼度Sv

Syは グラフより算出

0.30000

表層の地盤条件

1.12荷重

載荷荷重

[1]常時

衝撃係数

地表面荷重 (死荷重)

(活荷重)

0.300

0.0(kN/m2)

10,0(kN/m2)

Case
No 名  称 タイプ 載荷強度

2 群集荷重 群集荷重 5.000(kN/♂ )
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)

2章 常時の検討

2.1鉛直荷重
2.1.1躯体自重

(1)部材重量

2.1.2底版に作用す る水圧
Ww = γv・ (h ― hv)

= 10.000〉く(7.800 - 0.200)
三76.000(kN/m2)

ここに、

W¶ I

γV

hv

h

底版に作用する水圧 (kN/m2)

水の単位重量 (kN/ざ )

地下水位位置 (m)

地表面から底版下面までの距離 (m)

部材
番号

部位 名 称 面積×高さ×単位重量 重量

(kN)

1 側壁 部材 1 (2.000X2.000-1.000 X l.000)× 7.200X24.500 529,200

累計Wc2 529.200

2 底版 部材3 2 000)(2.000〉(0.600〉(24.500 58,800

累計 Wc 588.000
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-5-

2.2水平荷重
2.2.1水平上圧、水圧

側壁部材に作用する水平荷重は以下により算出する。

(1)常時土圧

Ps と K。・ Σ γt・ (h ― hw)+ K。・ Σγ' ・hw

ここに、

Ps  I水平土圧 (kN/m2)
KO  :静止土圧係数
γt :土 の湿潤単位重量 (kN/m3)
γ
「 :土 (′)水中単位重量 (m/′ m3)

h  :層 厚 (m)
hw :水 中の層厚 (ml

(2)水圧

Pw = γv ・hW

ここに、

Pw

′
ソW

hw

水圧 (kN/ぽ )

水の単位重量 =10,000(kN/m3)

地下水位面からの距離 (m)

(3)活荷重による水平荷重

Pl=Q・ K。

ここに、

Pl :活荷重による水平土圧 (kN/m2)

Q :地表面載荷荷重 =10.000(kN/m2)
Q=Qd tt QI

Q」 :死荷重 =0.000 1ttN/m2)

Ql :活荷重 =10.000(kN/m2)

K。 :静止土圧係数

0

↓↓↓↓
Q

_    ↓  ↓  サ  ↓
′
′′イ′イメ

2.2.2水平荷重の集計

部材
番号
土層
番号

深 さ

(m)
部位 位置

土の単位重量
γ(kN/♂ )

Ps
(kN/m2)

Pw
(kN/ド )

PI

(kN/ざ )

合計
(kN/ぱ )

1 1 0.000 側壁 上端 0.000 0 000 0.000 0.000 0 000

1 1 0 200 側壁 水 0.000 0.000 0.000 0,000 0 000

1 2 7.200 側壁 下端 6.800 23.800 70 000 5,000 98,800

2 2 7.500 底版 中央 6.800 24.820 73.000 5.000 102 820
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2.3底版の計算
2.3.1作用荷重

底版部材に作用する地盤反力度は以下により算出する。

略 =∵ +L

ここ

Ｗ３

Ｗｃ
ｈ

Ａ

Ｐ
ｖ‐

こ

底版に作用する地盤反力度 (kN/m2)

躯体自重 (kN)、 躯体 =頂版 +中床版 十側壁
土砂重量 (kN)

載荷面積 (m2)=外径面積
活荷重による鉛直荷重 (kN/血2)

【部材番号 2(部材3)】
A=2,000× 2.000=4.000(m2)

[1]常時

529,200 + 0.000
W3= + 0,000

4.000

= 132.300 (kN/m2)

底版の断面力算出には、地盤反力度と水圧の大きいほうを用いる。
[1]常時

地盤反力度 132.300(kN/m2)≧ 水圧 76.000(kN/m2)

底版の断面力算出には、地盤反力度を用いる。

)メ
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2.3.2断面力の計算

〔部材番号 2(部材3)】

[1]常時

等分布荷重を受ける4辺固定支持板として断面力を算出する。

M=α ・w・ lx2
Q=α ・ W・ lX
ここに、

M :曲 げモーメン ト (kN.m)
Q :せ ん断力 (kN)
w :分布荷童 =132.300(kN/m2)
lx:短辺方向長 さ =1.500(m)
とy:長 辺方向長 さ =1.500(m)
α :ly/1xよ り算出される係数

ly/1x = 1.000

§

Qyl

lx

1)曲げモーメント

短辺
方向

係数α M(kN ml

Mxl -0,0518 -15.420

MXZ 0,0277 8.246

長辺
方向

係数 α M(kN m)

Myl -0.0518 -15,420

My2 0.0277 8.246

My2inax 0 0176 5 239
冬
‘
、
「
μ
道
Ｔ
Ｉ
‐

―

Ｐ^
Ｓ
洋
■
【
じ

や
企
―
―
―2)せん断力 命

こ

甲
―
―

‐

短辺
方向

係数 α Q(にN)

Qxl 0 4390 87.120

長辺
方向

係数α Q(kN)

Qyl 0 4390 87.120

(ッ =0)

χ

／
イ
ク
″
／
′

一
一　

一

〃
二

／

定
こ

/ ´

｀
卜、
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Ⅲ

3)せん断照査位置のせん断力

照査位置のせん断力は以下により算出する。

Q=G―きれ十の
こ

Ｑ

Ｑ
ｌ

Ｑ
２

」

Ｘ

こ に 、

:照査位置のせん断力 (kN)
:始端でのせん断力 (kN)
!終端でのせん断力 (kN)
:スパン長 (m)
:せん断照査位置 (ml

短辺方向

照査位置 X=0,550(m)

Q却別―瑞 組 120+8制か
= 23.232 (kN)

長辺方向

照査位置 X=0.550(m)

Q却郷―瑞 組 120+8日め
=23.232(kN)
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2.3.3断面照査

【部材番号 2(部材3)】 く前後方向〉

地表面からの深度 7.200～ 7,800(m)

形状国の単位:mm 主鉄筋 (上面)

主鉄筋 (下面)

せん断補強筋

段
かぶり
(llull)

ピッチ
(Httl)
鉄筋径 本数

鉄筋量
(刑」艘F)

1 110.00 250.0 D19 4.000 1146.000

段
かぶり
(llHll)

ピッチ
lmml
鉄筋径 本数

0ノ(筋量
(置 )

1 110.00 25010 D19 4.000 1146.000

ピッチ
(D血)

鉄筋量
(置)

250,0 506.700
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記 号 単位 端部 中央部 h/2′煮

曲げモーメント

軸力

せん断力

M kN.m -15。 4196 8.2456 -15,4196

N kN

V kN 23.2319

部材幅

部材高

有効幅

有効高

B nlmI 1000,0 1000.0 1000.0

H
“

un 600.0 600.0 600.0

bw
“

政rl 1000.0 1000.0 1000.0

d れH】 490.0 490.0 490.0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 鰹

D19× 4.00
1146.00

D19× 4.00
1146.00

D19× 4.00
1146 00

As' 醍 0.00 0,00 0.00

最小鉄筋量 00020・ B・ d

軸方向鉄筋量

0.008・ N・ 103/。 ca

判定

Ashi、 耐 980 00 980.00

As'' 耐 2292.00 2292.00 2292.00

Ashia 耐

○ ○

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X llttl 113,7451 113,7451 113,7451

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/耐 24.0 24.0 24.0

fyk N/耐 345.0 345.0 345.0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/耐 0.5998 0.3207

σ ca N/耐 8.0000 8 0000

O ○

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/耐 29.7615 15.9149

σ・。 卜1/耐 160.0000 160.0000

○ ○

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

τ N/厨 0 0474

Ce 1.291

Cpt 0,934

CH 1.000

N/耐 0.2774

○

コンクリー ト付着応力度

ヨンクリー ト許容付着応力度

判定
・

τ N/耐 0 2272

τ ea N/耐 1.6000

○
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【部材番号 2(部材3)】 く左右方向〉

地表面からの深度 7.200～ 7.800(m)

]″′状国の単位imm 主鉄筋 (上面)

8

主鉄筋 (下面)

せん断補強筋

ピッチ
(コnコn)

鉄筋量
(mm')

250.0 506.700

段
かぶり
(mml

ピンチ
(mml
鉄筋径 本数

鉄筋量
(コ田匡F)

1 110.00 250,0 D19 4.000 1146.000

段
かぶり
(llu■ )

ピッチ
(mm)
鉄筋径 本数

鉄筋量
(mm2)

1 110.00 250.0 D19 4.000 1146.000

158
FORUM8



[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記 号 単位 端部 中央都 h/2メミ

由げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN.m -15.4196 8.2456 -15,4196

N kN

V kN 23.2319

都材幅

部材高

有効幅

有効高

B 承岨11 1000.0 1000.0 1000.0

H 証直lど 600.0 600.0 600.0

bv
“

lln 1000.0 1000.0 1000,0

d ■直ll 490 0 490.0 490,0

主鉄筋 鉄筋量 ]1張側

圧縮側

As 耐

D19× 4.00
1146.00

D19× 4,00
1146.00

D19× 4,00
1146.00

As' 置 0.00 0,00 0.00

最小鉄筋量 0.0020・ B・ d

軸方向鉄筋量

0 008 ・N・ 103/σ ca

判定

Asdi、 置 980.00 980,00

As'' 耐 2292.00 2292,00 2292.00

As口 in 耐

○ ○

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X ilun 113.7451 113,7451 113,7451

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck N/鮒 24.0 24.0 24.0

fyk N/面 345.0 345.0 345.0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

0 V∬ 0.5998 0 3207

σ ca N/証 8,0000 8.0000

○ O

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/証 29.7615 15.9149

σ す。 N/耐 160.0000 160.0000

〇 ○

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

τ N/縦 0.0474

Ce 1.291

Cpt 0.934

CH 1.000

τ al N/鮒 0.2774

O

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

τ N/紆 0.2272

T oa N/耐 1,6000

○
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2,4側壁の計算
2.4.1フ レームモデル

側面(左壁)

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

正面 面
壁
背
後

モデル1ヒ

(前壁)

側面(右壁)

[1]常時

2.4.2断面力の計算

【部材番号 1(部材1)】

[1]常時

前壁

後壁

左壁

部材
番号

都材名称
荷重p
(kN/ド )

前後壁 左右壁

断面積
A(♂ )

断面2次モーメン ト
I(∬ )

断面積
A(ぱ )

断面2次モーメント
I(♂ )

1 部材 1 98,800 0,500 0.010417 0.500 0 010417

No 距離 (m) 位置 M(kN.ml S(kN) N(kN)

1 0.000 端部 -18.525 74.100 74.100

2 0.500 h/2′点 6.175 24.700 74.100

3 0.750 中央都 9.262 0.000 74.100

4 1 000 h/2′点 6.175 -24.700 74.100

5 1.500 端都 -18.525 -74.100 74.100

No 距離 (ml 位置 M(kN.ml S(kN) N(kN)

1 0.000 端部 -18.525 74.100 74.100

2 0 500 h/2,点 6.175 24.700 74.100

3 0,750 中央部 9.262 0.000 74.100

4 1,000 h/2点 6.175 -24.700 74.100

5 1.500 端都 -18 525 -74.100 74 100

No 距離 (ml 位置 M(kN.ml S(kN) N(kN)

1 0,000 端部 -18.525 74,100 74.100

2 0 500 h/2′ミ 6.175 24.700 74.100
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No 距離 (ml 位置 M(kN.m) S(kN) N(kN)

3 0.750 中央部 9.263 0,000 74.100

4 1.000 h/2点 6.175 -24.700 74.100

5 1.500 端部 -18.525 -74 100 74 100

No 距離 (ml 位置 M(kN.m) S(kNl N(kN)

1 0.000 端部 -18.525 74.100 74.100

2 0.500 h/2,点 6.175 24.700 74.100

3 0,750 中央部 9.263 0.000 74.100

4 1.000 h/2′点 6.175 -24.700 74.100

5 1.500 端部 -18.525 -74.100 74.100

右壁

曲げモーメン ト せん断カ

曲
〇
〇
＝ 〇

〇．∞
日 ∞

Ｏ
”

〇
〇
い

〇
〇
Ｈ

．ぐ
-18. 74.

24. ０

　

　

　

０

０

　

　

　

０

７

　

　

　

７

9.26 262

-24

18.525 -74.1 100

・ω

日

，ぐ
ト

ぐ
曲

∞

．即
Ｎ
Ｉ
Ｈ
．ヾ
１ヽ／‐．、．幽

最大値= -18.525 tkN.m) 最大値 ニ ー74.100

軸 力

〇
〇

74.

74. 00

00

．ぐ
』

，翌
ト

ド 謹

reo 附

霊

最大値 = 74,100(kN)
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2.4.3断面照査

【部材番号 1(部材1)】 く前後壁 水平方向〉

地表面からの深度 0,000～ 7.200(m)

形状図の単位:mm 主鉄筋 (外側 )

尋

主鉄筋 (内側)

せん断補強筋

ピッチ
(mml

鉄筋量
(だ )

250.0 506.800

段
力ヽ ぶり
(m)

ピッチ
(mm)
鉄筋径 本数

鉄筋量
(試)

と 100.00 250.0 D19 4,000 1146.000

段
力・ぶ り
(aL■l

ピッチ
(mml
鉄筋径 本数

鉄筋量
(H」蜘F)

1 100.00 250.0 D19 4,000 1146.000
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[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記 号 単位 端部 中央部 h/2′点

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN.胆 -18.5250 9.2625 6 1750

N kN 74.1000 7411000 74 1000

V kN 24.7000

吉1材幅

部材高

有効幅

有効高

B Hull 1000.0 1000.0 1000.0

H れ江ll 500 0 500 0 500.0

bv Hull 1000.0 1000 0 1000.0

d nhl 400.0 400 0 400.0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 耐

D19× 4.00
1146.00

D19× 4.00
1146.00

D19× 4,00
1146.00

As' 耐 0 00 0.00 0.00

最小鉄筋量 0.0020・ B,d

軸方向鉄筋量

0 008・ N・ 103/σ  ca

判定

Ash`. 賊 800 00 800.00

As' 耐 2292 00 2292.00 2292.00

Asoh ∬ 74.10 74.10

〇 ○

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X llllll 201.5484 379.1107 490 9479

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck V耐 24.0 24.0 24.0

fyk N/耐 345.0 345,0 345.0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

ミチ《 0,8837 0,3929

σ ca N/厨 8 0000 8.0000

O ○

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/m♂ 13.0524 0 3247

O sa V耐 160.0000 160.0000

〇 O

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

τ V面 0 0618

Ce 1.343

Cpt 0.987

CN 2.000

N/凝 0.6094

〇

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

τ N/鯨 0.2959

τ oa N/后 1.6000

○
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7-

【部材番号 1(部材 1)】 く左右壁 水平方向〉

地表面からの深度 0.000～ 7.200(m)

形状国の単位Imm        主鉄筋 (外側)

露

主鉄筋 (内側 )

せん断補強筋

ピンチ
(ェlm)

鉄筋量
(コ則匝F)

250.0 506.800

段
かぶり
(mml

ピッチ
(コm)
鉄筋径 本数

鉄筋量
(だ )

1 100.00 250,0 D19 4.000 1146.000

段
かぶり
(血)

ピッチ
(mm)
鉄筋径 本数

鉄筋量
(コ耐ばF)

1 100.00 250,0 D19 4.000 1146.000

164
FORUM8



[1]常時

※上表は単鉄筋による応力度計算結果を示す。

項 目 記号 単位 端部 中央都 h/2′点

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

M kN.m -18.5250 9 2625 6 1750

N klN 74.1000 74.1000 74.1000

V kN -24,7000

部材幅

吉Б材高

有効幅

有効高

B 屈llll 1000.0 1000.0 1000.0

H 肛ull 500.0 500 0 500.0

bv 肛直l 1000.0 1000.0 1000.0

d れ直1 400 0 400.0 400.0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 厨

D19× 4.00
1146 00

D19× 4.00
1146.00

D19× 4.00
1146.00

As' 耐 0.00 0,00 0 00

最小鉄筋量 00020。 B・ d

軸方向鉄筋量

0.008。 N・ 103/σ ca

判定

Asmin 鯨 800.00 800 00

As' 証 2292.00 2292.00 2292.00

As口 in 耐 74,10 74.10

○ ○

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15

X l11主 l 201.5484 379.1107 490.9479

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ck V耐 24.0 24.0 24.0

fyk N/篇 345 0 345.0 345.0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/証 0,8837 0.3929

σ ca N/謂 8.0000 8,0000

○ ○

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/皿ぜ 13.0524 0 3247

卜し/耐 160.0000 160.0000

○ ○

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

τ N/耐 0.0618

Ce 1.343

Cpt 0.987

CN 2.000

τ al N/面 0.6094

O

コンクリー ト付着応力度

コンクリー ト許容付着応力度

判定

τ N/耐 0 2959

teョ V耐 1.6000

O
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2.5安定計算
2.5.1浮き上が りに対する安定

(1)浮力

U=γ w'Vh

ここに、

U :浮 力 (kN)
γv:水の単位重量 =10,000(kN/ma)
Vh :地下水位以下の躯体体積 鰤 )

地下水位以下の躯体体積

U = 10.000〉く30,400

‐ 304.000 (kN)

(2)鉛直荷重

W = Wc tt Wじ

W

Wc

Wu

に

鉛直荷重 (kN)

躯体自重 (kN)

頂版上の上砂重量 (kN)

[1]常時

W = 588.000 + 0.000

=588.000(kN)

(3)安全率

W キ Wf
安全率 F=

U

[1]常時

588.000 + 0.000
F=

304.000

=1.934≧ 許容安全率 Fa=1.200

部材
番号

面積×高さ
体積
(∬)

1 2.000)(2,000)く 7.000 28.000

2 2.000〉く2.000〉く0.600 2.400

合計 30.400
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3章 地震時の検討

3,1耐震設計上の地盤種別

耐震設計上の地盤種別は、次式で算出される地盤の特性値Tcを もとに区分する。

Tc=4壷
持

ここに、

TG

Hi

Vsi

地盤特性値 (s)

i番 目の層厚 (m)

二番 目のせん断弾性波速度 (m/s)

ただし、実測値がない場合は次式から求めても良い。

粘性土層の場合 V.=100NiV3(1≦ Ni≦ 25)

砂質土層の場合 Vュ =80NiV3(1≦ Ni≦ 50)

土質に関わらず1ヾi=0の とき 屯三50
標準貫入試験によるi番 目の地層のN値

当該地盤が地表面から基盤面までのn層 に区分されるときの、地表面から

i番 目の地層の番号

雨
『
　
・１

耐震設計上の地盤種別

地盤種別 地盤の特性値Tc(s)

I種 Tc<0.2

II種 0.2≦ Tc<0.6

III種 0.6≦ Tc

ここで、設計条件の耐震設計上の地盤種別を判定すると次のようになる。

土層
番号

深度
(m)

土質名
Hi

(m)
N値 V`1

(m/s)
Hi/Vsi

1 0.200 砂質土 0.200 0 000 50.000 0.00400

2 10.000 砂質土 9,800 3 000 115。 380 0.08494

Σ 0.08894

よつて、地盤 の特性値 Tcは次 のよ うになる。

Tc=4ヨ
寺

=4XO.08894=0,3557(s)

ゆえに、表層地盤の種別はH種とする。
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1-

3.2地盤の応答変位 (レベル 1)

3.2.1地盤の固有周期

表層地盤 の固有周期 は、次の ようになると

Ts = 1.25Tc

=1,25X O.3557事 0.4447(s)

3.2.2設計応答速度

表層の地震動レベル 1の設計応答速度を次の図から求めると、Sv=0.22663(m/s)と なる。

(0.1,0

0.5 1.5 2.5 33.54455
地盤の固有周期Ts(s)

3.2.3地盤の変位振幅の計算

応答変位法による耐震設計計算法では、地表面から深さzにおける水平方向の変位振幅を次式により求める。

Uh② =手・跳・Ts・ cOs新

0

0

0

0

0

¢
＼じ
あ
盤
畑
部
螢
龍
絡

1

■

　

　

　

０
．

０

／

０
．‥

ここに、

Uh(z)

Sv

Ts

地表面からの深さz(m)における水平方向の変位振幅 (m)

設計応答速度 (m/s)

表層地盤の固有周期 (s)

地盤の特性値TGを基準として地震時に生じるせん断ひずみの大きさを考慮

して、次式により求める。

Ts = 1.25Tc

地盤の特性値 (s)                  °

地表面からの深さ(m)

表層地盤の厚さ(最終土質深度)(m)

Ｔ
ｃ
　

ｚ

Ｈ

■

10.5

,0,1

B地域

C地域1025

10.25

甥

168
FORUM8



- 22 -

節点番号 深度z(ml UL(Z)(m)

1 0,000 0.020422

2 0.360 0,020389

3 0 720 0.020291

4 1,080 0.020129

5 1,440 0,019901

6 1.300 0.019611

7 2.160 0.019257

8 2.520 0.018843

9 2.880 0,018367

10 3 240 0,017833

11 3.600 0,017243

12 3,960 0.016597

13 4,320 0.015898

14 4.680 0,015148

15 5.040 0.014349

16 5.400 0.013505

17 5.760 0,012618

18 6.120 0,011690

19 6 480 0.016725

20 6.840 0,009726

21 7,200 0,008695

22 7 800 0 006918

地盤の変位振幅
地表

工

表層

鄭 層

心
ｒ

ｌ

ヒ

▼

モ

、

＼
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3,3鉛直方向断面力の計算 (レベル 1)

3.3.1解析モデル

マンホールの鉛直断面を、図に示すようにはり要素としてモデル化する。このはリモデルに地盤の相対

変位を地盤の水平バネを介して強制変位 として作用させ、部材に発生する断面力を求める。

モデル化

印
　
　
　
　
Ｈ
　
団

3.3.2地盤反力係数

(1)水平方向の地盤反力係数

水平方向の地盤反力係数は次式により求める。

吼=猛。
(器)4

ここに、

kn : 水平方向地盤反力係数 (kN/m3)
kh。  : 直径0,3mの岡J体円板による平板載荷試験の値に相当する水平方向地盤

反力係数 (kN/m3)で 次式により求める。

1
Kw=死
扇
「α・E0

α : 地盤反力係数の推定に用いる係数α=1(応答変位法に限る)
E。  : 標準貫入試験のN値 よりEO=2800Nで 推定した変形係数 (kN/m2)
Bh : 基礎の換算載荷幅 (m)で次式により求める。
Bh=掘

Ah : 水平方向載荷面積 (マ ンホール全面の面積)(m2)で 、部材高×外径とする。
ただし、断面形状が円形の場合は、都材高×(0.8X外径)とする。

したがつて、次のようになる。

水平方向載荷面積

土層
番号

N値 都材
番号

深度
(m)

部材高
(ml

外径
(ml

hi
(ド )

1 0 000 1 0.000- 0,200 0.200 2 000 0,4000

2 3.000 1 0 200- 7.200 7.000 2.000 14 0000

2 3,000 2 7.200- 7.800 0.600 2 000 1.2000

Σ 15.6000
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Bh=マ囁

=11156000

= 3,9497

水平方向地盤反力係数

(2)鉛直方向の地盤反力係数

鉛直方向の地盤反力係数は次式により求める。

h=hO(器
)=

ヽ
Ｋ

穐

こここ

鉛直方向地盤反力係数 (酬/m3)

次式により求める。

kЮ =∴α・島
地盤反力係数の推定に用いる係数α=1(応答変位法に限る)
標準貫入試験のN値よりEO=2800Nで 推定 した変形係数 (kN/♂ )
基礎の換算栽荷幅 (m)で次式により求める。

Bv=Ⅳ嘱
ただし、断面形状が円形の場合は、Bv=D
鉛直方向載荷面積 (マ ンホールの底面積 )(m2)
マンホール底面の直径 (m)

α

Ｅ
ｏ

Ｂ
ｖ

ｈ

Ｄ

鉛直方向地盤反力係数

(3)水平方向のせん断バネ係数

水平方向のせん断バネ係数は次式により求める。

ks=λ ・kv
ここに
ヽ
く

λ

Ｋ
ｖ

水平方向のせん断バネ係数 (kN/m3)

鉛直方向地盤反力係数Kvに対する水平方向せん断バネ係数ksの比=0.30000

鉛直方向地盤反力係数 (kN/m3)

水平方 向のせ ん断バネ係数

ks=λ ・ kv
= 0.30000)く 6748,8

= 2024.6

土層
番号

N値 E。

(kN/ポ ) (kN/∬ )

kit

(kN/ぱ)

1 0,000 1 19600.0 65333 9453

2 3.000 1 8400.0 28000 4051

土層
番号

N値 EO

(kN/♂ )

Ａ
ｖ
ざ

Ｂ
ｖ

ｍ
＞

k,O

(kN/ぱ )

kv

(kN/m3)

2 3 000 1 8400.0 4.0000 2.00000 28000 6748.8
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3.3.3地盤のバネ

(1)地盤 の水平バネ

地盤の水平バネは次式により求める。

KHi=Khi・ Ai

ここに

KHl

Khi

Ai

各節点の地盤の水平バネ (kN/m)

水平方向の地盤反力係数 (kN/m3)

各節点の分担面積 (m2)

地盤の水平バネ

(2)地盤の回転バネ

地盤の回転バネは次式により求める。

K9=Kv・ I

イこ
ヽ
Ｋ
θ

亀

Ｉ

地盤の回転バネ (kN.m/rad)

鉛直方向の地盤反力係数 (kN/m3)

マンホール底面の断面二次モーメント(m4)

節点
番号

深さ
Z

(m)

分担高さ
Hi

(m)

分担幅
BI

(m)

分担面積
Al

(ぱ )

地盤反力
係数庶1
(kN/ざ )

水平バネ
臨i
(kN/m)

1 0.000 0 180 2.000 0.3600 9453 3403

2 0 360 0.360 2.000 0.7200 4351 3133

3 0,720 0 360 2.000 0.7200 4051 2917

4 1.080 0.360 2.000 0.7200 4051 2917

5 1.440 0.360 2.000 0,7200 4051 2917

Б 1 800 0 360 2 000 0.7200 4051 2917

7 2 160 0 360 2,000 0.7200 4051 2917

8 2 520 0,360 2.000 0,7200 4051 2917

9 2 880 0 360 2,000 0,7200 4051 2917

10 3.240 0.360 2.000 0 7200 4051 2917

11 3 600 0.360 2.000 0.7200 4051 2917

12 3 960 0 360 2.000 0.7200 4051 2917

13 4 320 0,360 2.000 0 7200 4051 2917

14 4 680 0,360 2.000 0.7200 4051 2917

15 5,040 0 360 2.000 0,7200 4051 2917

16 5 400 0 360 2.000 0,7200 4051 2917

17 5.760 0.360 2.000 0.7200 4051 2917

18 6.120 0.360 2.000 0.7200 4051 2917

19 6.480 0.360 2 000 0.7200 4051 2917

20 6.840 0.360 2.000 0.7200 4051 2917

21 7.200 0.480 2.000 0.9600 4051 3889

22 7 300 0.300 2.000 0.6000 4051 2431
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2.000)(2.0003
I

12

=1.383(m4)

地盤の回転バネ

Kっ  = 6749 X l.333

=8998(kN・ m/rad)

(3)底面のせん断バネ

底面のせん断バネは次式により求める。

Ks=ks・ Av

ここに、

Ks : 地盤のせん断バネ (kN/m)
ks i 水平方向せん断バネ係数 (kN/m3)
Av : マンホール底面の底面積 (m2)

地盤のせん断バネ

Ks = 2024.6× 4.0000

=8099(kN/m)

3.3.4断面力の計算

(1)フ レーム入カデータ

各部材のi端、j端における荷重は次式により求める。

Pi=Di・ KHi

イこ
ヽ
Ｐ
ｉ

Ｄ
ｉ

為

節点iの水平方向荷重 (kN)

節点 iの地盤の相対変位 (m)

節点iの水平バネ (kN/ml

節点
番号
部材
番号

断面二次モーメン ト舒 )
部材長
(ml

水平バネKh(kN/m)
相対変位
(m)

荷重P(kN)

i端 j端 土端 j端 i端 j引需

1 1 1.250000 1.250000 0.360 3402.958 3132.882 0.013504 45 95 42.20

2 1 1.250000 1.250000 0.360 3132.882 2916 821 0.013471 42.20 39,01

3 1 1.250000 1.250000 0.360 2916.821 2916.821 0.013374 39.01 38.53

4 1 1 250000 1.250000 0.360 2916.821 2916.821 0 013211 38.53 37.87

5 1 1 250000 1.250000 0 360 2916.821 2916.821 0.012984 37.87 37 02

6 1 1.250000 1.250000 0.360 2916 821 2916 821 0.012693 37.02 35 99

7 1 1,250000 1.250000 0.360 2916.821 2916.821 0.012340 35,99 34.78

8 1 1 250000 1.250000 0.360 2916 821 2916.821 0 011925 34.78 33.40

9 1 1.250000 1.250000 0.360 2916 821 2916.821 0.011450 33.40 31.84

10 1 1,250000 1.250000 0,360 2916.821 2916.821 0,010916 31.84 30,12

11 1 1.250000 1.250000 0.360 2916.821 2916.821 0.010325 30,12 28 23

12 1 1 250000 1,250000 0.360 2916.821 2916.821 0.009679 28.23 26.19

13 1 1 250000 1.250000 0.360 2916.821 2916.821 0,008980 26.19 24 01

14 1 1.250000 1.250000 0.360 2916.821 2916.821 0.008230 24.01 21.68
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節点
番号
部材
番号

断面二次モーメン ト舒 ) 都材長
(ml

水平バネKhl(kN/m) 相対変位
(m)

荷重P(kN)

i端 j端 i端 j端 i端 j端

15 1 1 250000 1.250000 0.360 2916.821 2916.821 0,007432 21.68 19 21

16 1 1 250000 1.250000 0.360 2916.821 2916 821 0.006588 19.21 16.63

17 1 1.250000 1.250000 0.360 2916.821 2916 821 0 005700 16.63 13.92

18 1 1 250000 1.250000 0.360 2916.821 2916 821 0 004772 13.92 11.11

19 1 1 250000 1.250000 0.360 2916.821 2916 821 0.003807 11.11 8 19

20 1 1.250000 1.250000 0.360 2916.821 3889.094 0,002808 8.19 6.91

21 2 1.333333 1.333333 0 600 3889.094 10529 242 0,001778 6 91 0,00

(2)断面力の算出

鉛直方向断面力計算結果

Sv= 0.22663(m/s)

Ts= 0.44468(s)

節点
番号

軸力 (kN) 曲げモーメン ト
Mi
(kN.m)

せん断力
Si
(kN)Ni(上 ) Ni(下 )

1 0.0900 t,.Ot)()υ U.(,(,t,U ―r く,bbb

2 21.6600 21.6600 -2.5399 -11,6104

3 37.3200 37.3200 -6.7196 -14.2350

4 52.9800 52.9800 -11.3442 -15,4325

5 68 6400 68.6400 -17 3999 -15,3903

6 84.3000

99,9600

84.3000 -22 9404 -14 2938

7 99。 9600 -28,0862 -12.3256

8 115,6200 115.6200 -32 5234 -916650

9 131.2800 131.2800 -36.0028 -6.4872

10 146.9400 146.9400 -38.3382 -2 9631

11 162.6000 162.6000 -39 4049 0 7415

12 178.2600 178.2600 -39,1380 4 4662

13 193,9200 193.9200 -37.5301 8.0568

14 209 5800 209.5800 -34 6297 11,3655

15 225.2400 225.2400 -30.5381 142515

16 240 9000 240。 9000 -25,4076 16.5812

17 256 5600 256.5600 -19,4383 18.2292

18 272.2200 272.2200 -12 8758 19 0779

19 287.8800 287,8800 -6 0078 19 0186

20 303 5400 303.5400 0,8389 17.9512

21 319.2000 319,2000 7 3014 15 0631

22 354.0000 354.0000 16.3392 15,0631
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)

(3)断面力の分布

曲げモーメント(kN.ml せん断力 (kN) 軸力 (kNl

-15.

-39 1

19.

16. 354.

田
確

)
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3.4鉛直方向配筋データ

節点番号1下 (変化部)～ 21

都材番号1

地表面からの深度 0,000～ 7.200(ml

形状口の工住:mm 正面

主鉄筋 (前壁 と後壁は対称形)

1 100.00 250.0

段
かぶり
(mm)
ピツチ嗣

鉄筋径 本数
鉄筋量
(山則匡F)

D13 20.440 2589.748
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3.5鉛直方向断面照査一覧表 (レベル 1)
設計対象地震動レベル1(前後方向地震動)

項 目 記 号 単位 節点 1 節点2 節点 3 節点4

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

眺 kN.m 0.0000 -2 5399 -6.7196 -11.8442

Nュ kN 0.0000 21.6600 37.3200 52,9800

Vd kN -7.0553 -11 6104 -14.2350 -15 4325

都材幅

部材高

中空幅

中空高

有効幅

有効高

B れIn 2000.0 2000.0 2000.0 2000.0

H Hull 2000.0 2000,0 2000.0 2000.0

B。 肛巨l 1000.0 1000.0 1000.0 1000.0

H。 凛un 1000.0 1000,0 1000.0 1000.0

b. HHll 1000.0 1000.0 1000.0 1000 0

d 肛阻l 1900.0 1900.0 1900.0 1900 0

主鉄筋    鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 耐

D13× 20.44
2589.748

D13× 20.44
2589 748

D13× 2044
2589.748

D13× 20.44
2589 748

As 耐

D13× 20.44
2589.748

D13× 20.44
2589.748

D13× 20.44
2589,748

D13× 20.44
2589 748

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15 15

X lYull 4637 966 3369.258 2908,188

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'.・ N/∬ 24.0 24.0 24.0 24.0

fyk V証 345.0 345 0 345.0 345 0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/謂 0.0000 0.0090 0 0172 0 0262

σ じJ V謂 12.0000 12.0000 12.0000 12.0000

○ O O ○

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

0 N/M 0,000 0,000 0.000 0 000

σ
“
N/耐 270.0000 240,0000 240.0000 240.0000

〇 ○ 〇 ○

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許熔せん断応力度

判定

τ N/証 0.0037 0 0061 0,0075 0 0081

Ce 0.865 0.865 0.865 0,865

C,t 0,773 0.773 0.773 0,773

1,000 2 000 2.000 2.000

τ al N/縦 0,2306 0 4611 0,4611 0 4611

○ O 〇 ○
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設計対象地震動レベル1(前後方向地震動 )

項 目 記 号 単位 節点5 節点6 節点7 節点8

曲げモーメント

軸力

せん断力

醜 kN.m -17 3999 -22 9404 -28.0862 -32.5234

Nょ kN 68.6400 84.3000 99 9600 115 6200

Vd kN -15.3903 -14.2938 -12 3256 -9,6650

部材幅

都材高

中空幅

中空高

有効幅

有効高

B ■Hl 2000.0 2000.0 2000,0 2000.0

H
“

ull 2000.0 2000,0 2000,0 2000.0

BO nuェ 1 1000.0 1000.0 1000,0 1000 0

H。 ■Hll 1000 0 1000 0 1000.0 1000 0

br Httn 1000.0 1000,0 1000,0 1000.0

d Hull 1900.0 1900.0 1900.0 1900.0

主鉄筋    鉄筋量 号1張側

圧縮側

A` 証

D13× 20.44
2589,748

D13× 2044
2589.748

D13× 2044
2589.748

D13× 20.44
2589.748

AH ∬

D13× 20.44
2589.748

D13× 2044
2589,748

D13× 2044
2589,748

D13× 20.44
2589,748

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15 15

X llun 2682.854 2567.627 2518.274 2516 539

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'.k N/耐 24.0 24,0 24.0 24.0

fvk N/縦 345.0 345.0 345.0 345.0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

N/mm2 0.0356 0 0449 0.0539 0 0623

O ca N/証 12.0000 12 0000 12 0000 12 0000

○ O ○ ○

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/鯖 0,000 0,000 0.000 0,000

O s4 N/縦 240,0000 240 0000 240 0000 240 0000

○ ○ ○ ○

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

τ N/耐 0.0081 0 0075 0.0065 0.0051

C。 0 865 0.865 0.865 0 865

C,t 0 773 0.773 0.773 0,773

Cw 2.000 2 000 2.000 2.000

τ ュ N/嗣ド 0.4611 0,4611 0,4611 0.4611

○ ○ ○ ○
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設計紺象地震動レベル1(前後方向地震動 )

項 目 記号 単位 節点9 節点10 節点 11 節点 12

曲げモーメン ト

軸力

せん断力

醜 kN.m -36.0028 -38.3382 -39,4049 -39,1380

N」 kN 131.2800 146.9400 162 6000 178 2600

VJ kN -6.4872 -2.9631 0,7415 4.4662

部材幅

部材高

中空幅

中空高

有効幅

有効高

B
“

url 2000.0 2000.0 2000.0 2000.0

H null 2000.0 2000.0 2000 0 2000 0

BO 工Hl 1000.0 1000 0 1000 0 1000 0

H。 1」E 1000.0 1000.0 1000.0 1000.0

br 拉Ell 1000,0 1000.0 1000.0 1000.0

d ェull 1900.0 1900.0 1900.0 1900,0

主鉄筋 鉄筋量 BI張側

圧縮側

As 耐

D13× 20.44
2589.748

D13× 20.44
2589.748

D13× 2044
2589 748

D13)く 20.44
2589 748

As ば

D13× 20.44
2589.748

D13× 20.44
2589 748

D13× 20.44
2589.748

D13× 2044
2589,748

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15 15

X llull 2555 532 2635 028 2760.301 2942 998

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'cH N/耐 24,0 24.0 24.0 24.0

f,k N/耐 345.0 345.0 345.0 345,0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/耐 0.0701 0,0769 0.0828 0.0877

σ oa N/耐 12.0000 12 0000 12 0000 12.0000

○ ○ O ○

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/耐 0,000 0.000 0.000 0.000

σ ,コ 1し/血
2
240.0000 240 0000 240.0000 240.0000

○ ○ ○ ○

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

τ N/厨 0.0034 0,0016 0,0004 0,0024

C. 0.865 0 865 0.865 0 865

C,t 0 773 0 773 0.773 0,773

C" 2.000 2.000 2.000 2 000

N/縦 0.4611 0.4611 0 4611 0 4611

○ ○ ○ O
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設計対象地震動レベル1(前後方向地震動)

項 目 記 号 単位 節点13 節点14 節点 15 節点16

曲げモーメント

軸力

せん断カ

卜七 kN.m -37.5301 -34.6297 -30.5381 -25.4076

Nd kN 193.9200 209.5800 225.2400 240.9000

Vd kN 8 0568 11.3655 14.2515 16.5812

部材幅

部材高

中空幅

中空高

有効幅

有効高

B 江un 2000.0 2000.0 2000.0 2000.0

H 前un 2000.0 2000.0 2000.0 2000.0

B。 mln 1000.0

1000.0

1000.0

1000 0

1000 0

1000.0

1000.0

H。

“

url 1000 0

br mull 1000 0 1000.0 1000.0 1000.0

d ■llll 1900.0 1900,0 1900.0 1900 0

主鉄筋    鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 鯖

D13× 20.44
2589 748

D13× 20.44
2589,748

D13× 20.44
2589.748

D13X20.44
2589,748

Aこ ∬

D13× 2044
2589,748

D13× 20.44
2589 748

D13× 20.44
2589,748

D13× 20.44
2589,748

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15 15

X llttll 3204.241 3581,772 4146.445 5044 736

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'ct

fyk

N/謂

N/耐

24.0 24,0 24,0 24,0

345.0 345.0 345.0 345,0

コンクリ‐ 卜圧縮応力度

コンクリート許容圧縮応力度

判定

σ N/皿ド 0.0916 0.0945 0,0964 0 097fヽ

σ oJ N/鯖 12.0000 12 0000 12 0000 12.0000

○ ○ ○ ○

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ N/鯨 0.000 0.000 0.000 0 000

N/耐 240,0000 240 0000 240 0000 240,0000

O O ○ ○

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

N/鯖 0.0042 0 0060 0 0075 0.0087

C。 0 865 0 865 0,865 0,865

C,t 0.773 0,773 0.773 0.773

CN 2.000 2.000 2 000 2 000

N/証 0.4611 0 4611 0.4611 0.4611

○ O ○ O
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設計対象地震動レベル1(前後方向地震動 )

項 目 記 号 単位 節点17 節点18 節点19 節点20

曲げモーメント

軸力

せん断力

卜11 kN.m -19,4383 =12.8758 -6 0078 0.8389

N」 kN 256.5600 272 2200 287 8800 303.5400

Vd kN 18.2292 19.0779 19.0186 17.9512

部材幅

部材高

中空幅

中空高

有効幅

有効高

B mull 2000.0 2000.0 2000.0 2000,0

H ■ull 2000.0 2000.0 2000,0 2000 0

BO ェull 1000,0 1000,0 1000,0 1000.0

H。 null 1000,0 1000,0 1000 0 1000.0

nHl 1000.0 1000 0 1000.0 1000,0

d nlll 1900.0 1900.0 1900.0 1900.0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

As 耐

D13× 20.44
2589,748

D13× 2044
2589 748

D13× 20.44
2589.748

D13× 20.44
2589,748

As 耐

D13× 20.44
2589,748

D13× 20.44
2589,748

D13× 2044
2589,748

D13× 20.44
2589.748

ヤング係数比

中立軸

n 15 15 15 15

X ilull 6630,494 10019.068 21441.605 155351 271

コンクリー ト材料強度

鉄筋材料強度

f'こ k N/耐 24.0 24.0 24.0 24,0

fyに N/縦 345 0 345,0 345.0 345,0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

σ N/鮒 0.0982 0.0983 0 0981 0.0993

O cJ N/鯖 12 0000 12 0000 12 0000 12 0000

○ 〇 ○ 〇

鉄筋引張応力度

鉄筋許容引張応力度

判定

σ V謂 0.000 0.000 0.000 0,000

N/鯖 240.0000 240.0000 240.0000 240.0000

○ ○ ○ ○

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

N/耐 0 0096 0 0100 0 0100 0.0094

C。 0 865 0 865 0.865 0 865

C,t 0,773 0,773 0,773 0.773

CN 2.000 2.000 2.000 2 000

τ Л N/証 0.4611 0.4611 0 4611 0.4611

○ O ○ O
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設計対象地震動レベル1(前後方向地震動 )

項 目 記号 単位 節点21

曲げモーメント

軸カ

せん断カ

卜千H kN.m 7 3014

Nd kN 319.2000

Vょ kN 15.0631

都材幅

部材高

中空幅

中空高

有効幅

有効高

B れull 2000.0

H Hull 2000.0

BO

HO

nlll

mlll

1000.0

1000.0

br nlll 1000.0

d Hull 1900.0

主鉄筋 鉄筋量 号1張側

圧縮側

A= 置

D13× 20.44
2589,748

As 鯖

D13× 20,44
2589,748

ヤング係数比

中立軸

n 15

X llttl 19649.857

コンクリート材料強度

鉄筋材料強度

f'tt N/縦 24.0

fyに N/縦 345.0

コンクリー ト圧縮応力度

コンクリー ト許容圧縮応力度

判定

N/浦 0.1093

σ・B N/耐 12 0000

○

鉄筋引張応力度

鉄筋許本引張応力度

判定

σ N/証 0.000

σ sa N/耐 240.0000

O

平均せん断応力度

有効高に関する補正係数

引張主鉄筋比Ptに関する補正係数

軸方向圧縮力による補正係数

許容せん断応力度

判定

τ N/証 0.0079

0 865

Cpt 0,773

2.000

τコ1 N/証 0.4611

○
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3.6水平方向断面力の計算 (レベル 1)

3.6.1各節点深度における水平荷重の算出

各節点深度における水平荷重を算出し、常時荷重として作用させる。

節点
番号

深度
Z(lll)

層厚
h(m)

上の単位重量
γ(kN/ぱ )

静止上圧
係数K 蕊濡

水平土圧
Pl(kN/ぽ )

水圧
P2(kN/ぱ)

地表面荷重に
よる水平土圧
P3(kN/ド )

1 0.000 0.000 0.00 0.000 0.000 0.000 0.000 0 000

水 0.200 0.200 0.00 0.000 0 000 0.000 0 000 0,000

土 0.200 0 000 0.00 0.000 0.000 0,000 0.000 0.000

2 0.360 0.160 6.80 0.500 1,088 0.544 1.600 0.000

3 0.720 0.360 6 80 0.500 3.536 1.768 5,200 0.000

4 1.080 0 360 6 80 0.500 5.984 2.992 8 800 0.000

5 1.440 0 360 6.80 0.500 8 432 4.216 12.400 0,000

6 1.800 0.360 6.80 0.500 10,880 5 440 16.000 0.000

7 2 160 0 360 6.80 0.500 13.328 6.664 19 600 0.000

8 2 520 0 360 6.80 0.500 15,776 7.888 23 200 0.000

9 2 880 0.360 6.80 0.500 18.224 9 112 26.800 0.000

10 3.240 0 360 6 80 0.500 20.672 10.336 30.400 0.000

11 3.600 0 360 6.80 0.500 23 120 11.560 34.000 0,000

12 3.960 0 360 6.80 0.500 25 568 12.784 37.600 0.000

13 4.320 0.360 6.80 0.500 28.016 14.008 41.200 0.000

14 4.680 0 360 6 80 0.500 30,464 15.232 44.800 0.000

15 5.040 0.360 6.80 0,500 32.912 16.456 48.400 0.000

16 5.400 0 360 6.80 0 500 35,360 17.680 52 000 0.000

17 5,760 0 360 6.80 0.500 37 808 18.904 55 600 0 000

18 6.120 0 360 6.80 0.500 40.256 20.128 59.200 0.000

19 6.480 0.360 6.80 0 500 42.704 21,352 62.800 0,000

20 6.840 0.360 6.80 0.500 45。 152 22.576 66.400 0.000

21 7.200 0.360 6 80 0.500 47.600 23.800 70.000 0.000

22 7.800 0.600 6 80 0.500 51 680 25。 840 76.000 0,000

節点
番号

深さ
(m)

相対変位
(m)

部材変位
(Hl)

変位差
(m)

地盤反力係数
kh(kN/∬ )

地盤反力
ω。(kN/ド )

1 0.000 0.013504 0,015577 0.002073 9453 19.5980

2 0.360 0.013471 0,014925 0 001454 4351 6.3265

3 0.720 0 013374 0 014273 0.000900 4051 3.6453

4 1,080 0.013211 0.013621 0.000411 4051 1.6631

5 1.440 0 012984 0.012969 -0.000014 4051 -0.0586

6 1.800 0 012693 0.012317 -0.000376 4051 -1.5229
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節点
番号

深さ
(ml

相封変位
(m)

部材変位
(担)

変位差
(m)

地盤反力係数
kh(kN/♂ )

地盤反力
ωb(kN/ぱ )

7 2.160 0 012340 0.011665 -0.000675 4051 -2.7336

8 2.520 0.011925 0,011013 -0 000912 4051 -3.6953

9 2,880 0 011450 0.010360 -0.001089 4051 -4 4136

10 3 240 0.010916 0.009708 -0.001208 4051 -4.8946

11 3.600 0.010325 0.009055 -0,001270 4051 -5.1452

12 3.960 0 009679 0.008402 -0.001277 4051 -5,1732

13 4.320 0.008980 0 007749 -0.001231 4051 -4 98′rU

14 4.680 0.008230 0.007096 -0.001134 4051 -4.5954

15 5,040 0.007432 0,006442 -0.000989 4051 -4.0083

16 5.400 0 006588 0.005789 -0,000799 4051 -3 2358

17 5 760 0,005700 0 005135 -0.000565 4051 -2.2888

18 6.120 0.004772 0 004481 -0 000291 4051 -1.1788

19 6.480 0.003807 0.003828 0.000020 4051 0,0824

20 6.840 0 002808 0.003174 0.000366 4051 1 4824

21 7.200 0.001778 0,002520 0.000743 4051 3.0084

22 7.800 0 000000 0 001431 0.001431 40bl 5 7956

※地盤反力は、地盤の相対変位とアレーム解析で得られた部材変位との差に、地盤反力係数を乗じて算出

3.6.2照査断面が矩形の場合

(1)計算仮定

断面力の計算は、応答変位による地盤反力を地震時増加荷重と考えて、次に示す荷重条件により行 う。

また、地震時躯体に作用する周辺地盤の側圧 として (静止土圧+水圧 +地表面荷重による水平土圧)を考える。

a,0 地震の方 向→

とυ0 ωo +   ¢b

ωO=静止土圧十 士也芦_熙討曽力鰤韮重

各節点の水平断面に作用する荷重は次に示す荷重の組み合わせによる。
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ω 0

ω 9 ω 0

ω 0

ここに、

ω。:常時荷重 (静止土圧十水圧 +地表面荷重による水平土圧 )
ωb:地震時増加荷重 (応答変位による地盤反力 )

の3:ω O十 のb(ω b≧ 0の場合 )

のO~ω b(ω b<0の場合 )

矩形断面に作用する荷重

節点
番号 (l(N/ざ ) (kN/ぱ ) (kN/ぱ )

1 0 000 19,598 19.598

2 2.144 6.327 8.471

3 6.968 3.645 10.613

4 11,792 1.663 13 455

5 16 616 -0,059 16 675

6 21 440 -1.523 22.963

7 26.264 -2.734 28.998

8 31.088 -3.695 34 783

9 35,912 -4.414 40.326

10 40,736 -4.895 45.631

11 45.560 -5。 145 50.705

12 50,384 -5.173 55.557

13 55,208 -4.987 60.195

14 60 032 -4.595 64.627

15 64.856 -4,008 68.864

16 69.680 -3.236 72.916

17 74.504 -2.289 76,793

18 79.328 -1.179 80.507

19 84.152 0,082 84.234

20 88.976 1.482 90 458

21 93.800 3,008 96.808
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(2)フ レームモデル

以上の荷重を、次のようにモデル化した断面に載荷し、フレーム解析を行う。

地震の方向 →

側面(左壁)
12 11 10

9

正面
(前壁)

背面  モデル化
(後壁)―一一一一> 2 8

3 7

4 5 6

側面(右壁)

図中の数字は、断面照査の着目位置の点番号
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(3)矩形断面の断面力

【前後方向地震動】

・節点1

422
1,788

1,78

-2. 422 1.78 1 788

曲げモーメン ト図 軸力図

14.

4,

-4.

-14.

せん断力図

No. 照査位置
距離
(m)

曲げモーメン ト
(kN ml

軸力
(kN)

せん断力
(kN)

1 点1(端部 ) 0.000 -2.2594 1 7877 14.6985

2 ′点1(h/2) 0.500 2 6401 1.7877 4.8995

3 点2(中央都 ) 0,750 3.2525 1.7877 0.0000

4 ′点3(h/2) 1,000 2.6401 1,7877 -4.8995

5 点3(端都 ) 1 500 -2 2594 1.7877 -14 6985

6 点7(端部 ) 0.000 0 4221 -1.7877 0.0000

7 点8(中央部 ) 0.000 0.4221 -1.7877 0.0000

8 りく7(h/2) 0.500 0,4221 -1.7877 0.0000

9 拌く9(h/2) 1.000 0.4221 -1.7877 0.0000

10 点9(端部 ) 1 500 0 4221 -1.7877 0 0000
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No 照査位置
距離
(ml

曲げモーメン ト
(kN.m)

軸力
(kN)

せん断力
(kN)

1 点1(端部) 0.000 -1.1314 2.1851 6.3529

2 ′点1(h/2) 0 500 0 9863 2.1851 2.1176

3 点2(中央部) 0.750 1.2510 2.1851 0.0000

4 ′点3(h/2) 1.000 0 9863 2.1851 -2.1176

5 点3(端部 ) 1 500 -1.1314 2.1851 -6.3529

も 点7(端都) 0.000 -0 2657 1.0309 1 6080

7 ′点7(h/2) 0.500 0.2703 1 0309 0.5360

8 点8(中央部 ) 0.750 0.3373 1.0309 0.0000

9 点9(h/2) 1.000 0 2703 1,0309 -0.5360

10 点9(端都 ) 1 500 -0.2657 1.0309 -1.6080

節点2

-1.131 21

1.25 337 2.1 031

266 031

曲げモーメント図 軸力図

6.35

2.11

608

536

-2.1 586

608-6.3

せん断力図

ヽ
、
―
引
，
ナ
／
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